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論 文 内 容 の 要 旨
　吹上裕樹氏の申請論文は、「音楽の社会性とは何か」という音楽社会学の根本的問題を取り上げ、具体的
な「出来事」としての音楽経験に立ち返りつつ、「音楽的媒介」の視座を通じて、音楽をめぐる社会学的研
究の新たな展開を切り拓く試みである。
　まず序章では、本論文の目的・問題意識とともに「音楽的媒介（mediation）」の視点を提示する。「音楽的媒介」
とは、人と人、人と事物との関わりが音楽を生み出すとともに、その音楽がまた人と人、人と事物との関わ
りを生み出す互酬的関係性を意味する。この視点は、音楽を可能にする人々の行為や事物の働きと、そうし
た行為や働きを可能にする音楽自身の働きの両者に照準し、それらの同時的生成を考察する。従来の芸術社
会学・文化社会学は、音楽をその社会的機能や役割から「説明」することに専心し、音楽を単なる「説明対
象」として扱うために、人々の具体的な音楽経験から遊離してしまう難点がある。また、近年のポピュラー
音楽研究やジェンダー論、ナショナリズム論などが音楽研究を活性化しているとはいえ、その対象が音楽で
ある必然性が曖昧になっている。これに対して、「音楽的媒介」の視点は、音楽を聴き演じる人々の具体的
経験、そのパフォーマティヴな「出来事」性を取り込むことで、音楽の社会学的研究に新たな方向性を拓く
ことができるとする。
　第一章「音楽における媒体とは何か」では、音楽と社会という不可分な領域が音楽学（芸術学）と社会学
との緊張関係に置かれてきた問題を検討し、これを乗り越えるヒントを、近年の再評価が進むジョン・デュー
イの『経験としての芸術』に求めている。音楽（芸術）における「媒体」に注目し、音楽と社会を分離せず
に一体的に考察する方法を探究したデューイは、音楽が音（サウンド）を基底としながらも多様な人や事物
を含みうること、また、その範囲や組み合わせが大きく変化しうることを明らかにした。こうした音楽にお
ける媒体のもつ多様性と不確定性を具体的に考察するためには、パフォーマンスの時空間における「出来事」
としての音楽に注目する必要があることが指摘される。
　第二章「社会を媒介する音楽－「媒体」理論の展開」では、近年の音楽社会学において「音楽的媒介」の
視点を先駆的に示した A・エニョンと T・デノーラによる研究実践を詳細に検討している。エニョンは音
楽愛好の研究に「媒介」の視点を導入し、たとえば、長く影響力を保ってきたバッハ音楽の特異性は、その
具体的で多様な「使用」なしには理解できないとする。バッハその人、バッハの音楽、それを受容する聴衆
という三者の相互的関わりのなかで、音楽そのものと聴衆のあり方がともに生み出され、変容させられてき
たのである。他方、デノーラは詳細な聞き取り調査を通じて、音楽が日常生活における行為主体に働きかけ
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る力に注目し、その「アフォーダンス」構造が人々の身体動作や認識を構成する媒体として働くことを示し
ている。これらの研究実践は「音楽」と「社会」を個別に対象化せず、両者が特定の出来事のなかでともに
生み出されるとする「共－生産」（co-production）の視点を共有している。ここにはまた、音楽と社会が相
互に媒介しあう契機をいかに適切に概念化するかという課題が浮上している。
　第三章「生成する出来事としての音楽－愛着の経験からみる主体、対象、行為」は、人々が音楽に愛着す
る経験を一つの「出来事」としてとらえ、それが可能となる条件を考察している。Ｐ・ブルデューに代表さ
れる従来の文化社会学は音楽愛好をめぐる社会構造的決定を強調するが、エニョンらの研究はこれに還元で
きない、愛好家による具体的実践のなかで生み出される予測できない効果を明らかにしてきた。本章は、あ
る音楽愛好家がシューマンとの衝撃的出会いをつぶさに語った自伝的テクストを事例として分析し、エニョ
ンらの視点の有効性を示している。その上で、これまで未検討であった時間的プロセスの問題を考察し、音
楽への愛着をもたらす出来事が「出会い－探究－理解」の三つの契機からなる連続的プロセスとして把握で
きることを明らかにしている。
　第四章「音楽とコミュニケーション－対人関係における音楽的媒介」は、音楽と対人関係の相互的媒介に
ついて考察を進める。一般に、コミュニケ―ションの「媒体」を論じる場合、音楽もまた言語モデルにひき
ずられてしまい、一定のメッセージを伝達する透明な手段とみなされる傾向が強い。本章では、ある批評家
がマーラー解釈をめぐってパートナーとの関係性を変容・深化させたという自伝的エピソードを事例として
分析し、音楽という不透明な媒体が対人関係に働きかけ、対人関係がまた音楽に働きかけるプロセスを詳細
に記述し考察している。人と人との関係性が音楽によって媒介されると同時に、音楽それ自体もまた人と人
との関係性に媒介されてその固有の意味を獲得することを明らかにしている。
　第五章「パフォーマンスとしてのクラシック音楽」は、演奏家の表現実践としての「パフォーマンス」に
焦点をあてる。パフォーマンスの場には楽器・楽譜、録音装置やステージはもちろん、衣装、身ぶり、キャ
ラクターから批評的言説まで、多様な行為や事物が関わっている。自律性の高いクラシック音楽研究にお
いても、Ch・スモールの「ミュージッキング」論は、「作品」よりも具体的パフォーマンスの次元を強調し、
その儀礼的役割に注目している。E・サイードのコンサート論は産業や技術に媒介された超絶的パフォーマ
ンスの意義を指摘している。演奏家のパフォーマンス技術は社会的・歴史的な媒介をへて生成するが、同時
に、そこで生み出されたパフォーマンスが音楽を享受する聴衆の経験（感受性）を構成している。その具体
的事例として、ピアニストの G・グールドを取り上げ、そのパフォーマンス（演奏内外の）とバッハ作品と
の関係が、デビュー当時からの批評や伝記資料を通して分析される。両者が互いに媒介し合いことで互いの
特性が際立たせられ、クラシックの音楽世界を少なからず変容させたことが明らかにされる。
　終章「音楽の社会性とは何か」では、各章の考察をふりかえりつつ、音楽の社会性の内実は人と事物との
関わりそのものにあるとの結論をあらためて確認し、こうした「音楽的媒介」の視点を通して、人々の具体
的経験に根ざした新たな音楽研究が可能になることが主張される。また、そのために残された今後の課題が、
理論的パースペクティヴの展開と経験的研究の可能性との両面で指摘されている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
（本論文の意義）
　本論文のもつ第一の意義は、「音楽のもつ社会性とは何か」という音楽社会学（さらには芸術社会学・文
化社会学）の根本的な問いに正面から向き合い、「出来事」としての「音楽的媒介」という視座の構築を通
じて、社会学的な音楽研究に新たな方向性を示した点にある。「音楽的媒介」とは、人と人、人と事物との
関わりが音楽という出来事を生み出すとともに、その音楽がまた人と人、人と事物との関わりという出来
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事を生み出す双方向的関係を意味している。「社会が音楽を媒介し、音楽が社会を媒介する」という視点は、
音楽現象へのアプローチとしての自律美学と社会学的還元論の双方から距離をとりつつ、音楽のもつ社会性
をあらためて考察するための展望を切り拓くものである。エニョンやデノーラらのフィールドワークや実証
研究が示しているように、日常の社会生活における音楽経験やその社会的効果は、「作品」分析中心の専門
的音楽学から排除されてきただけでなく、音楽の意味を「社会的要因」から一方的に「説明」しようとする
社会学的研究からもまた軽視される傾向がある。本論文は「音楽的媒介」の視座を「出来事としての音楽経
験」の観点から裏打ちすることによって、エニョンやデノーラらの先行研究のもつ理論的含意をより徹底し、
明確に概念化することに成功している。自律美学主義や社会学主義などの還元論を慎重に避けつつ、偶発性
や不確定性、流動性や可変性をともなう個別具体的な音楽経験から遊離しない形で、音楽の社会学的研究を
新たに進めるための視座を構築したことは本論文のもつ大きな学術的貢献である。
　第二に、本論文は基本的には音楽社会学の研究視座をめぐる理論的論文であるが、その論証の過程で具体
的な事例研究が有効かつ生産的に用いられている点に注目したい。ある音楽愛好家がシューマンの音楽との
衝撃的な出会いとその後の愛着過程をつぶさに語った自伝的エッセイや、別の批評家がマーラー解釈をめぐ
るパートナー同士の関係性の葛藤と深化をふりかえったエッセイは、いずれも本論文の理論的主張を例証す
るための適切性の高いテクストである。前者の分析からは「出来事としての音楽経験」が説得的に提示され
るとともに、音楽への愛着が「出会い－探究－理解」の三つの契機からなる連続的プロセスとして把握でき
ることが導かれている。また、後者の分析からは、音楽の不透明さが新たな対人関係を生み出し、また、そ
の対人関係のあり方が音楽の新たな意味を生み出すという「共－生産」の具体的なプロセスが析出されてい
る。著者がこれらの貴重な資料を手にしたのは、文献猟歩の努力がよびこんだ幸運でもあるが、良質のテク
スト資料の丁寧な分析が本論文の理論的主張を肉付けし、具体的な説得力を与えていることを評価したい。
その結果、本論文は、「ある音楽の魅力にとりつかれる」といった、誰もが一度はもつ美的経験を社会学的
に扱うという難しい課題に挑戦した意欲的な研究となっている。
　第三に、本論文が近年の欧米の新たな音楽社会学や社会学的音楽研究の文献を縦横に検討し、その成果を
体系的に吸収している点も評価したい。エニョン、デノーラ、スモールらの研究業績は欧米の文化社会学に
おける影響力に比して日本では未だ十分に知られていない（邦訳もほとんどない）。本論文は音楽の社会性
をあらためて問おうとする著者固有の問題関心から構想されたものであり、欧米の新たな研究潮流はその探
究の過程においていわば「発見」されたものである。本論文におけるこれらの研究文献の評価や位置づけは
単なる文献レビューにとどまらず、論文全体の趣旨と有機的に一体化している。重要な海外文献の発見的な
探索と摂取に成功していることも、本論文の学術的な意義の一つと考える。
  以上指摘したように、本論文は具体的な「出来事」としての音楽経験に立ち返りつつ、「音楽的媒介」と
いう新たな視座を構築した社会学的研究として、博士学位申請論文に求められる学術的水準を満たしている
と判断する。
（本論文の課題）
 以下では、著者がさらなる研究の展開に向けて取り組むべき課題を、以下の三点にわたって指摘しておき
たい。
　第一に、本論文における「媒介」（mediation）概念をさらに洗練し精緻化していくことが期待される。本
論文は、「音楽的媒介」が、「音楽」と「社会」の間に想定されがちな因果的決定の予断を避けつつ、両者の
双方向的、互酬的な同時生成を具体的に把握するきわめて有効な概念であることを示している。しかし、こ
の「媒介」の規定それ自体にはなお消極的で曖昧な部分がのこされている。「決定」や「影響」とは異なる、
「媒介」のもつ積極的意味をどのように考えればよいのか、また、「媒介」の具体的な対象やプロセスをどの
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ように捉えればよいのか等、今後より精緻な概念化に向けた検討が行われることを期待したい。その際、「経
験としての芸術」（デューイ）や「アフォーダンス」の考え方のもつ認識論的含意をさらに掘り起こしてい
くことが有効であろう。さらには、本論文の視点に立つ著者独自の新たな経験的研究（フィールドワーク）
を通して、人々の個別具体的な音楽経験の現場から「音楽的媒介」概念をより豊かに肉付けしていくことが
期待される。
　第二に、音楽愛着の生成理論のもつ含みについて、さらに生産的な検討が可能であろう。
  音楽愛着の経験が「能動と受動の間」（＝主体による探究努力と主体が音楽に奪い去られる経験）に生成
するという事実は、音楽経験のもつ「出来事」性とともに、その「非主体性」をも示唆している。この「非
主体性」のもつ意味合いに焦点をあわせることで、音楽愛着における「出会い－探究－理解」というプロセ
スをより立体的に記述することが可能になるのではないかと思われる。この問題はまた上記の「音楽的媒介」
の理解とも深く関連すると考えられ、今後の考察を深めていくことが望まれる。
  第三に、本論文は、音楽におけるパフォーマンスの意義に注目し、その媒体が楽器・楽譜、録音装置、ス
テージ空間はもちろん衣装や身体、さらには批評的言説など多様な事物の働きを含むことを説得的に示して
いるが、個々の事物の働きについてはより具体的な分析が行われる必要がある。今後の展開のためには、組
織におけるアーティファクトの働きに注目する組織美学や人間と事物（モノ）の相互作用を対称的に扱うア
クター・ネットワーク理論の知見を取り入れていくことが有益であろう。とくに「主体―客体」の二分法か
ら距離をとり、「人と事物との関わり」のうちに音楽経験の生成をみる本論文は、ヒトだけでなくモノにも
行為主体性を認めるアクター・ネットワーク理論と響きあうところが多いと考えられる。
  以上、審査委員会は、本学位請求論文の内容と申請者の研究活動を慎重に審議し、05年５月日に行わ
れた公開口頭審査の結果から判断し、吹上裕樹氏は博士（社会学）の学位を授与するにふさわしいとの結論
を得た。ここに報告する。
